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ロボシュタイン for VoiceX

⾃動化‧連携機能の⼀覧 11の機能連携ユースケース

1 【代表電話】通話要約による折り返し依頼の⾃動共有 p. 03-04

2 【不在対応】留守番電話のテキスト化‧要約‧チャット共有 p. 05-06

3 【CRM連携】着信時の顧客情報ポップアップ p. 07-08

4 【分析】電話KPI‧AI判定結果の⾃動集計とチャット照会 p. 09-10

5 【営業‧フロント】Sansan×チャット連携：着信前通知システム p. 11-12

6 【知財‧教育】Notion連携：「通話ログ」のテキスト化‧蓄積 p. 13-14

7 【CS‧サポート】Zendesk連携：窓⼝業務の⾃動起票 p. 15-16

8 【営業‧全社】Sansan連携：名刺データの共通電話帳同期 p. 17-18

9 【マーケティング】HubSpot連携：電話履歴と判定結果の連携 p. 19-20

10 【経理】クラウド会計連携：タスク管理への下書き登録 p. 21-22

11 【⾃動化】RPA連携：テキスト化データのRPA引き渡し p. 23-24

※各ユースケースは「システムフロー」「機能仕様と留意点」の2ページ構成で記載しています。



社内チャット ／ #daihyo-denwa

VX VoiceX 連携ボット 10:42

折り返し依頼∕伝⾔メモ

受電⽇時 ：2026/03/12 10:38

発信者番号：03-XXXX-XXXX

名乗り ：株式会社△△ 営業部

⽤件要約 ：⾒積書の記載内容について確認したい

折り返し ：要（当⽇中の連絡を希望）

要折り返し AI要約

1. 代表電話‧引継ぎ連携：システムフロー

伝⾔内容をAIでテキスト化し、チャットツールへ⾃動転送する処理フロー

STEP

1 代表電話での受電終了後、VoiceX AIが発信者番号と⾳声
を処理。

STEP

2
⽤件および折り返し要否をテキスト化‧要約。

STEP

3 構造化された伝⾔テキストを社内チャット（Slack等）の
指定チャンネルへ⾃動送信。
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USE CASE 01 

ロボシュタイン for VoiceX

【AIテキスト化‧要約】

【VoiceX（受電‧録⾳）】

【API‧チャットツール連携】



USE CASE 01 

1. 代表電話‧引継ぎ連携：機能仕様と留意点

伝⾔の構造化フォーマットと通知先ルールの設定仕様

伝⾔メモの⼿⼊⼒を省き、
システム経由でテキスト情報を⼀元的にチャットへ送信する機能。

AIによる同姓同名や曖昧な表現のテキスト化において、
宛先指定の誤判定が⽣じる可能性がある。

初期設定では個⼈宛への⾃動振り分けは⾏わず、
指定した共有チャンネルへ「折り返し依頼」として⼀括通知する仕様とする。

通知メッセージの構造化項⽬

受電⽇時 ⾃動付与

発信者番号 CID取得値

名乗り情報 AI抽出

⽤件要約 AI要約

折り返し要否 AI判定

通知先 共有チャンネル

個⼈宛の⾃動振り分けは、宛先判定精度を検証

のうえ任意設定として追加する。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 動作上の制約

運⽤仕様 標準設定
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社内チャット ／ #rusuden-notice

VX
VoiceX 連携ボット 08:05

留守番電話 要約通知
至
急

着信日時 ：2026/03/11 20:14（時間外）

発信者番号：06-XXXX-XXXX

要約 ：納品日の変更可否について確認依頼

希望連絡先：折り返し先は同番号を指定

▶ 録音データ voicemail_20260311_2014.mp3 00:38

USE CASE 02 

2. 留守電‧不在対応：システムフロー

留守番電話の⾳声をテキスト変換し、即時共有する処理フロー

STEP

1
営業時間外や不在時の留守番電話⾳声をVoiceX AIが取得。

STEP

2 ⾳声データをテキスト化し、⽇時‧⽤件を抽出して要約。

STEP

3 要約テキストと録⾳ファイル（またはリンク）を
チャットへ⾃動通知。

ロボシュタイン for VoiceX

【AIテキスト化‧要約】

【留守番電話（録⾳）】

【録⾳リンク‧チャット通知】
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USE CASE 02

2. 留守電‧不在対応：機能仕様と留意点

⾳声ファイルの添付およびAI判定ラベルの付与仕様

機能概要 機能の位置付け
留守番電話の確認作業を省⼒化し、テキストベースで内容と緊急度を把握可能にする連
携機能。

留意点 動作上の制約

録⾳環境や発話者の滑⾆により、⽂字起こし精度が変動する仕様。

運⽤仕様 標準設定

テキストと併せて⾳声データへのリンクを併記する。また、AI判定機能を⽤いて「⾄急」
等のフラグを付与する設定が可能。

通知内容の構成要素

着信⽇時 ⾃動付与

発信者番号 CID取得値

⽤件要約 AI要約

緊急度フラグ AI判定（任意）

録⾳データ リンク併記

通知先 指定チャンネル

テキスト精度が確保できない場合は、併記した録⾳デー
タによる原⽂確認を前提とする。

ロボシュタイン for VoiceX 6



ブラウザ ∕ kintone 顧客管理アプリ

[link removed]

株式会社△△商事 既存顧客

電話番号 03-XXXX-XXXX

担当者 営業部 △△ 様

⾃社担当 第⼀営業部 □□

直近対応 2026/03/02 ⾒積送付

契約ステータス 契約中（年間保守）

STEP

1
VoiceXへの着信時に発信者番号（CID）をシステムが取得。

STEP

2 連携エージェント（ロボシュタイン等）が番号をキーに
URLパラメーターを⽣成。

STEP

3 PCのブラウザ上で対象CRM（kintone等）の該当レコー
ドを⾃動表⽰。 着信と連動して該当レコードを⾃動表⽰（検索キー：発信者番号）

USE CASE 03 

3. CRM‧CTI連携：システムフロー

発信者番号をキーとした顧客データベースの⾃動検索処理

ロボシュタイン for VoiceX

【URLパラメータ⽣成】

【着信‧CID取得】

【CRM画⾯表⽰】
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USE CASE 03

3. CRM‧CTI連携：機能仕様と留意点

URL検索連携によるシンプルなCTI機能の実現

受電時の顧客情報検索を⾃動化し、既存CRMの画⾯を直接起動する機能。

CRM側の電話番号フォーマット（ハイフンの有無等）が統⼀されていない場合、
検索がヒットしない仕様。

URLへのパラメーター渡しによる検索を基本動作とし、
システム連携前に電話番号データの書式統⼀が必要となる。

番号書式の照合条件

検索キー 発信者番号

連携⽅式 URLパラメーター

ハイフン有無 要統⼀

市外局番表記 要統⼀

全⾓‧半⾓ 半⾓に統⼀

⾮通知着信 検索対象外

複数レコードが該当する場合は、CRMの検索結果⼀覧
が表⽰される動作となる。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 動作上の制約

運⽤仕様 標準設定
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社内チャット ∕ #voice-kpi

@VoiceX 先週のKPIを表⽰

VX KPIリポート（2026/03/02 - 03/08）

総着信数 486 件

応答数 431 件

応答率 88.7 ％

AI判定「予約成⽴」 92 件

AI判定「要折り返し」 57 件

※ 数値は表⽰例。集計対象はAI判定フラグおよび通話ログに限定。

USE CASE 04 

STEP

1
【APIデータ取得】

VoiceX AIの通話履歴と判定結果（予約成⽴など）を
APIで取得。

STEP

2 【定型KPI集計】
定型KPI（応答数、成約率など）をバックグラウンドで
⾃動集計。

STEP

3 【チャットボット応答】
チャットボットに対するクエリに応答する形で
集計結果を返信。

4. 分析‧簡易トラッキング：システムフロー

通話ログおよびAI判定結果の集計と、チャット経由の照会機能

ロボシュタイン for VoiceX 9



USE CASE 04 

4. 分析‧簡易トラッキング：機能仕様と留意点

定型KPIの算出ロジックと外部ツール併⽤に関する仕様

管理画⾯にログインすることなく、
連携したチャットツール上で通話実績や成果の数値を照会できる機能。

AIの判定結果はテキストに基づくフラグ付けであり、
⾼度なアクセス解析と同等のトラッキングを⾏うものではない。

取得可能な指標は総着信数や特定のAI判定フラグ数に限定。
広告流⼊経路の追跡には専⽤のコールトラッキングシステムの併⽤が必要となる。

取得指標と対応範囲

総着信数 対応

応答数‧応答率 対応

AI判定フラグ数 対応

時間帯別集計 対応

広告流⼊経路 対象外

Web⾏動履歴突合 対象外

対象外の指標は、動的番号割り当て機能を持つ専⽤ツー
ルとの併⽤により取得する。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 機能範囲の制約

運⽤仕様 取得指標と併⽤条件
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ビジネスチャット ∕ #incoming-alert

VX VoiceX 連携ボット 14:07

着信詳細情報（名刺データ照会結果）

発信者番号：03-XXXX-XXXX

会社名 ：株式会社○○ホールディングス

⽒名‧役職：○○ 様∕経営企画部 部⻑

⾃社担当 ：第⼆営業部 △△

取引履歴 ：直近商談 2026/02/20（提案書提出済）

名刺DB照合済 着信前通知

USE CASE 05 

5. 名刺管理×チャット連携：システムフロー

着信番号に基づく名刺データ照会とチャット通知の⾃動化

STEP

1

STEP

2

STEP

3

処理経路：着信（CID取得）→ 名刺DBへAPI照会 → 属性データ抽出 → チャット通知（着信前）

ロボシュタイン for VoiceX

【URLパラメータ⽣成】

【着信‧CID取得】

【CRM画⾯表⽰】

着信時に発信者番号を取得し、
Sansan等の名刺データベースへAPIリクエストを送信。

該当番号に紐づく役職、過去 of 取引履歴、
担当営業情報を抽出。

抽出データを指定のチャットツール（Slack等）へ通知。
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USE CASE 05 

5. 名刺管理×チャット連携：機能仕様と留意点

外部データベース依存時の情報表⽰の仕様

電話応答前に発信者の所属や担当者をチャット上で確認可能にする機能。

名刺データベースに存在しない番号（個⼈携帯など）からの着信時はデータが抽出され
ず、通知が⾏われない仕様。

データ鮮度の前提

最新の情報（異動‧昇進等）を通知に反映させるためには、
連携元であるSansan側の名刺情報が定期的に更新されている必要がある。

通知動作の条件分岐

名刺DBに該当あり
会社名‧⽒名‧役職‧⾃社担当‧取引履歴を通知

名刺DBに該当なし
抽出データなし。通知は⾏われない

⾮通知‧番号不明
照会キーが存在せず処理対象外

照会結果の情報は連携元DBの登録内容に依存し、
VoiceX側では補完しない。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 動作上の制約

運⽤仕様
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Notion ∕ 通話ログ データベース

通話ログ（⾃動蓄積）

受電⽇時 AI要約 分類タグ 録⾳データ

03/12 10:38 ⾒積記載内容の確認依頼 問合せ rec_0312.mp3

03/11 16:05 納品スケジュール変更の相談 調整 rec_0311.mp3

03/11 11:20 保守契約の更新条件を説明 契約 rec_0311b.mp3

03/10 14:47 操作⽅法に関する技術質問 サポート rec_0310.mp3

テキストデータとして保存されるため、Notionの全⽂検索‧フィルタ機能で参照可能

USE CASE 06 

6. Notion連携：システムフロー

通話録⾳とテキスト化データの外部ナレッジベースへの転送処理

処理経路：通話録⾳ → AIテキスト化‧要約 → Notion API → 指定データベースへレコード追加

ロボシュタイン for VoiceX

指定された通話をVoiceXで録⾳し、AIテキスト化を実⾏。

AI要約機能によりテキストから重要ポイントを抽出。

録⾳データのリンクおよびAI要約テキストを
Notionの指定データベースへAPI経由で保存。

STEP

STEP

STEP

1

2

3

【AI要約】

【通話録⾳ → AIテキスト化】

【録⾳リンク‧チャット通知】
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USE CASE 06 

6. Notion連携：機能仕様と留意点

データの⻑期保管とテキスト情報の管理に関する仕様

通話内容のテキストデータを検索可能なナレッジベースに⾃動蓄積する機能。

プレーンテキストとして情報が連携先に保存されるため、
個⼈情報や機密情報の取り扱いに留意が必要。

AI処理の段階で特定の固有名詞をマスキングする設定や、
Notion側での厳密なアクセス権限‧閲覧制限の設定を組み合わせた運⽤を推奨する。

情報保護の設定レイヤー

レイヤー1：AI処理側
固有名詞‧番号のマスキング設定

レイヤー2：連携設定側
保存対象データベース‧項⽬の限定

レイヤー3：Notion側
アクセス権限‧閲覧制限の設定

保存後のデータ管理は連携先の権限設定に従う。VoiceX
側での削除制御は⾏わない。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 情報管理上の制約

運⽤仕様 推奨する設定の組合せ
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STEP

1 着信時にZendesk内の顧客情報をオペレーターの画⾯へ
ポップアップ。

STEP

2
VoiceX AIが通話内容をテキスト化および⾃動要約。

Zendesk ∕ チケット #24817

操作⽅法に関する問い合わせ

STEP

3

オープン

通話終了をトリガーとして、抽出データをZendeskの
新規‧既存チケットへAPI経由で⾃動書き込み。

リクエスター △△ 様（既存顧客）

チャネル 電話（VoiceX）

受電⽇時 2026/03/12 13:22

担当 サポート窓⼝ □□

AI要約（⾃動書き込み）

管理画⾯の権限設定でユーザー追加ができない旨の申告。対
象アカウントの権限区分を確認し、上位権限での再操作を案
内。再発時はログ提供を依頼。

VoiceX 着信UI

着信中

03-XXXX-XXXX

株式会社△△
既存顧客∕保守契約

通話終了時に要約を⾃動
転記

USE CASE 07 

7. Zendesk連携：システムフロー

通話情報の取得からチケットの⾃動起票に⾄るデータ連携

ロボシュタイン for VoiceX

【AIテキスト化‧要約】

【着信（顧客情報ポップアップ）】

【チケット書き込み】

15



USE CASE 07 

7. Zendesk連携：機能仕様と留意点

未登録番号着信時の例外処理とチケット統合の仕様

受電対応時の顧客情報照会と、通話後の対応履歴⼊⼒を⾃動化するCS向け機能。

Zendesk上に登録されていない電話番号からの⼊電時は、既存顧客との⾃動突合ができ
ず、システムエラーや重複登録の原因となる。

未登録番号からの通話記録は「新規チケット」として⼀時的に独⽴して保存し、事後に
オペレーターが⼿動で既存顧客のレコードへマージ（統合）する処理フローを設ける。

突合結果による処理分岐

登録済み番号

既存チケットまたは該当顧客の新規チケットへ要
約を⾃動書き込み

未登録番号

独⽴した新規チケットとして⼀時保存（⾃動突合
は⾏わない）

事後処理
オペレーターによる⼿動マージで顧客レコードへ統合

重複登録を防⽌するため、⾃動での顧客レコード新規作
成は⾏わない設定を標準とする。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 例外時の動作

運⽤仕様 例外処理フロー
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Sansan ∕ 名刺管理画⾯

株式会社○○ホールディングス
経営企画部 部⻑ 03-XXXX-XXXX

株式会社△△商事
営業部 03-XXXX-YYYY

□□システム株式会社
技術部 課⻑ 06-XXXX-XXXX

株式会社◇◇製作所
購買部 052-XXX-XXXX

スキャン済み名刺データ（マスター）

⼀⽅向同期

VoiceX ∕ 共通電話帳

株式会社○○ホールディングス
経営企画部 部⻑ 03-XXXX-XXXX

株式会社△△商事
営業部 03-XXXX-YYYY

□□システム株式会社
技術部 課⻑ 06-XXXX-XXXX

株式会社◇◇製作所
購買部 052-XXX-XXXX

全端末で着信時の名称表⽰に反映

USE CASE 08 

8. Sansan連携：システムフロー

クラウド名刺管理データからVoiceX共通電話帳へのデータ同期

STEP

Sansanシステム内で登録‧更新された名刺データを
APIで取得。

1

STEP

取得した連絡先データをVoiceXの
共通電話帳データベース⽤フォーマットに変換。

2

STEP

変換されたデータをVoiceXシステムへ
定期（または即時）エクスポート。

3

ロボシュタイン for VoiceX

【フォーマット変換】

【APIデータ取得】

【VoiceX共通電話帳へ反映】
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USE CASE 08 

8. Sansan連携：機能仕様と留意点

マスターデータの⼀元化と同期スケジュールの仕様

外部でスキャンされた名刺情報をPBXの電話帳へ⾃動反映させ、
全端末での着信番号表⽰を可能にする機能。

退職や異動など名刺情報が陳腐化した場合、古い情報がPBX側に残存し、
着信時に誤った情報が表⽰される仕様。

Sansan側を常にマスターデータ（正）とする⼀⽅向同期とし、
VoiceX側での個別編集は⾏わず定期的なデータの完全洗い替えを実⾏する。

同期設定の構成

マスター Sansan側

同期⽅向 ⼀⽅向

更新⽅式 完全洗い替え

実⾏契機 定期∕即時

VoiceX側編集 ⾏わない

反映範囲 全端末の電話帳

表⽰情報の正確性は連携元の更新頻度に依存する。洗い
替え周期の設定が必要となる。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 データ陳腐化時の動作

運⽤仕様 同期⽅式
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HubSpot ∕ コンタクト管理

○○ 様（株式会社○○ホールディングス） アポ獲得

03-XXXX-XXXX ∕ 担当：第⼆営業部 △△

活動履歴タイムライン

通話（VoiceX ⾃動記録） 2026/03/12 15:04
AI判定：アポ獲得∕次回訪問⽇程を調整 通話ログ添付

通話（VoiceX ⾃動記録） 2026/03/05 11:32
AI判定：情報提供 提案資料の送付を依頼

メール送信 2026/03/04 09:15
サービス案内資料を送付（既存のCRM活動履歴）

USE CASE 09 

9. HubSpot連携：システムフロー

通話判定結果をCRMのコンタクト履歴へ書き込む処理フロー

STEP

通話終了後、VoiceX AIが会話テキストから
「成約」「アポ獲得」等のフラグを判定。

1

STEP

抽出された判定フラグと通話ログを、
対象の電話番号をキーとしてHubSpotへ送信。

2

STEP

HubSpotのコンタクトレコードに活動履歴として
データが追加される。

3

処理経路：通話終了 → AIフラグ判定 → 電話番号をキーにAPI送信 → コンタクト活動履歴へ追加

ロボシュタイン for VoiceX

【電話番号をキーにAPI送信】

【AIフラグ判定】

【コンタクト活動履歴へ追加】
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USE CASE 09 

9. HubSpot連携：機能仕様と留意点

Web⾏動履歴との紐付けおよびデータ統合に関する制限事項

オフラインの通話成果をオンラインのCRM活動履歴と統合する機能。

ブラウザ上のCookie情報（Webトラッキング）と架電元の電話番号を本機能単体で直接
突合することはできない仕様。

広告流⼊経路を含めた完全なROI測定を⾏う場合は、動的番号割り当て機能を持つ専⽤
コールトラッキングツールとのシステム統合が必要となる。

連携データの対応範囲

通話ログ 連携対応

AI判定フラグ 連携対応

突合キー 電話番号

書込先 活動履歴

Cookie突合 対象外

広告流⼊経路 対象外

対象外の項⽬は、専⽤コールトラッキングツールを介し
た番号単位の紐付けで補完する。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 突合範囲の制約

運⽤仕様 ROI測定時の構成
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クラウド会計ソフト ∕ 取引⼊⼒

取引の登録（下書き） 未確定‧要確認

取引先 株式会社◇◇製作所

⾦額 352,000 円

取引⽇ 2026/03/12

摘要 請求書の⾦額差異について確認依頼（AI要約より⾃動⽣成）

本登録は⾏われず、経理担当者の⽬視確認‧承認操作を経て確定する

USE CASE 10 

10. クラウド会計連携：システムフロー

通話内容から取引メモを⽣成し、タスクとして連携する処理

STEP

請求や⽀払に関する通話をVoiceX AIがテキスト化し要約。
1

STEP

要約データと抽出した⾦額‧企業名等を、
連携エージェントへ送信。

2

STEP

freee等の会計ソフトやタスク管理ツールへ
「確認⽤下書き」としてデータ登録。

3

処理経路：通話（請求‧⽀払）→ AIテキスト化‧項⽬抽出 → 連携エージェント → 下書きデータ登録

ロボシュタイン for VoiceX

【データ抽出‧送信】

【AIテキスト化‧要約】

【下書きデータ登録】
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USE CASE 10 

10. クラウド会計連携：機能仕様と留意点

データの⾃動処理における確認プロセスの仕様

電話による経理関連の問い合わせ内容をテキスト化し、
会計ソフトの⼊⼒補助データとして連携する機能。

AIの⾳声認識特性上、⾦額の桁数や類似する企業名のテキスト化において
誤認識が発⽣する可能性がある。

システムから会計ソフトへの本登録（データ確定）は⾏わず、あくまで「下書きデー
タ」として⽣成し、最終的に経理担当者の⽬視確認と承認を必須とするフローで動作す
る。

データ確定までの処理段階

段階1 AI処理
通話のテキスト化‧要約と⾦額‧企業名の項⽬抽出

段階2 下書き登録
会計ソフト‧タスク管理ツールへ
未確定データとして登録

段階3 ⽬視確認‧承認
経理担当者の操作によりデータを確定（必須）

誤認識の可能性がある⾦額‧固有名詞は、段階3での確
認対象項⽬として明⽰する。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 認識精度の制約

運⽤仕様 確定処理の扱い
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RPAツール ∕ ワークフロー設定

シナリオ構成

1. Webhook受信VoiceX 構造化データを
取得

2. 変数へ格納会社名∕担当者∕⽤件∕⾦
額

3. 既存システム起動対象アプリのUI操作

4. 項⽬⼊⼒‧登録変数値をフォームへ転
記

5. 実⾏結果ログ出⼒エラー時は処理停⽌

受信データ（構造化例）

{

"call_id": "VX-20260312-0043",

"company": "株式会社◇◇製作所",

"contact": "購買部 ◇◇",

"category": "受注変更",

"amount": 352000,

"summary": "納期を3/20へ変更",

"status": "要処理"

}

項⽬名‧⽂字数はRPA側の⼊⼒要件に合わせて固定化する

USE CASE 11 

11. RPA（WinActor等）連携：システムフロー

AIが構造化したテキストデータをRPAツールへ引き渡す処理

STEP

通話内容をVoiceX AIがテキスト化‧要約し、
JSON等のデータ形式へ構造化。

1

STEP

構造化データをロボシュタイン等を経由して
RPAツール（WinActor等）へWebhook/API送信。

2

STEP

RPAが受け取ったデータパラメータを変数とし、
既存システムへのUI操作を⾃動実⾏。

3

ロボシュタイン for VoiceX

【データ抽出‧送信】

【AIテキスト化‧要約】

【シナリオ実⾏】
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USE CASE 11 

11. RPA連携：機能仕様と留意点

RPAへのデータ受け渡しフォーマットとプロンプト設定仕様

APIを持たないレガシーシステムに対して、
RPAを介して通話データを⾃動⼊⼒させるための連携機能。

会話ベースのテキストデータは⾃由度が⾼いため、
RPA側が要求する⽂字数制限や必須項⽬を満たさない場合、RPA処理がエラー停⽌する。

VoiceX AIの要約プロンプトにおいて、RPAの⼊⼒フォーマットに厳密に⼀致するよう出
⼒形式（項⽬名、⽂字数制約など）を固定化する設定が必要となる。

プロンプト固定化の設定項⽬

出⼒形式 JSON等で固定

項⽬名 RPA定義に⼀致

必須項⽬ ⽋損不可

⽂字数上限 項⽬単位で指定

改⾏‧記号 出⼒抑⽌

送信⽅式 Webhook∕API

RPAシナリオ側の⼊⼒要件が変更された場合は、要約プ
ロンプトの再設定が必要となる。

ロボシュタイン for VoiceX

機能概要 機能の位置付け

留意点 エラー停⽌の要因

運⽤仕様 出⼒形式の固定化
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システム連携環境

その他連携‧⾃動化機能の仕様概要

外部システム連携基盤を⽤いた拡張機能

標準的な連携機能例 前述11種以外の⾃動化処理

指定メールアドレス宛の問合せメールの⾃動取得と登録
受信メールを定期的に取得し、指定先へ登録する処理。電話以外の問合せチャネルを同⼀の管理
対象に含める。

対象Webサイトのステータスコード死活監視
指定URLへ定期的にリクエストを送信し、応答コードを判定。異常時は指定の通知先へ結果
を送信する。

スケジュール設定に基づく定型スクリプトの⾃動実⾏
⽇次‧週次等の実⾏間隔を設定し、定型処理をバックグラウンドで実⾏する。実⾏結果はロ
グとして保持。

連携⽅式と検証環境

WebhookおよびREST APIを利⽤したデータ連携
に対応

送信‧受信いずれの⽅向にも対応し、外部システムとのデー
タ受け渡しを⾏う。

検証⽤サンプルフローの提供環境あり
導⼊前に動作要件を確認するためのサンプル構成を利⽤できる。

個別要件による連携は、対象システムのAPI提供状況に応じて可否
が決定する。

ロボシュタイン for VoiceX 25



ロボシュタイン for VoiceX

標準連携機能

連携対応サービス‧機能⼀覧

主要コミュニケーションツールおよびCRM/SFAとの機能対応表

連携先 着信通知 情報取得 通話後通知 AI要約 CRM登録 双⽅向 状態

Slack ○ - ○ ○ - -

Teams ○ - ○ ○ - - 検証中

LINE WORKS ○ - ○ ○ - -

Salesforce - ○ - ○ ○ ○ 検証予定

kintone - ○ - ○ ○ ○

Zendesk - ○ - ○ ○ ○ 検証予定
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TEL   :   050-1860-0385 

MAIL : pc-sales@comsq.com

LINK : robostein

オペレーターからIT運⽤のプロまで
幅広いニーズに応えられる

⾃動化プラットフォーム

電話DXで会社電話を
いつでも好きな場所で

次世代型クラウドPBX

TEL   :   050-1860-4685 

MAIL : mktg-c@comsq.com

LINK : Voice X

ロボシュタイン
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